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倉吉市上下水道局水道工事設計標準図
取扱要領 

 
 
 

（目的） 

１ この倉吉市上下水道局水道工事設計標準図（以下、「設計標準図」という。）は、
倉吉市上下水道局において施行する水道工事に共通する構造物の標準化及び規格化を図り、
水道工事の設計、施工、積算、検査及び契約等における業務の簡素化を目的とする。 

（適用） 

２ この設計標準図は、共通する構造物の設計条件に基づいた構造を示したものであり、
特別な設計条件に係る構造物には、適用されない。 

（取り扱い） 

３ この設計標準図の取扱いは、次の各号による。 
(１) 現場説明書（一般的事項）及び設計書等に記載するものとし、該当工種の図面は原
則としてその都度設計書等に添付しない。 
(２) 入札、契約又は現場説明等、着工前に受注業者に設計標準図について必ず説明する
ものとする。 
(３) 施工場所を明示するための位置図は、別途作成する。 
(４) 設計標準図は、一般的な構造を示したものであり、使用にあたっては現場条件等を
考慮すること｡ 

（その他） 

４ その他の事項については、次の各号による。 
記載している設計標準図は別紙に記載しているメーカー製品を基本仕様として設定して

いるが、その他のメーカーを使用する場合は、日本水道協会の承認を受けた製品を使用す
ること。 
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別紙 
 

メーカー 名称 
株式会社ダイモン 仕切弁鉄蓋 

仕切弁ピット 
消火栓鉄蓋 
消火栓ピット 
空気弁鉄蓋 
空気弁ピット 

株式会社清水合金製作所 GX 形ソフトシール仕切弁 
浅埋対応形火栓 
補修弁 

株式会社川西水道機器 メカ形ソフトシール仕切弁 
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仕切弁ピット適用製品組合せ
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※ 鉄蓋の開閉方向については、流水方向に対して下流側に鉄蓋が
　 倒れるよう設置するものとし、 現場の状況により、車両進行方向
   についても考慮すること。
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　 倒れるよう設置するものとし、 現場の状況により、車両進行方向
   についても考慮すること。
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1.　消火栓の吐出口が概ねピット中央に配置すること。

4.　泥落防止金具(蝶番ではない)側に補修弁レバーを取り付けること。

2.　土被りH=700用の消火栓ピットを使用した場合、補修弁が埋戻土で
　　埋まってしまうため、消火栓材料を選定する際は、地盤高から吐出口
　　までの離隔H=150以上を確保できる材料を選定するよう注意すること。

3.　補修弁はH=100もしくはH=150を使用すること。

注)：メーカーにより補修弁レバーがピットに接触してしまう恐れがあるため、
　　 設置の際は注意すること。

倉吉市上下水道局設計標準図

令和元年度

倉吉市上下水道局

なお、設置の際には事前に監督員の確認を受けること。

鉄蓋の開閉方向
S= 1: 15
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注)：鉄蓋の開閉方向は、路肩側に蓋が倒れるよう設置すること。

注)：補修弁H=100とフランジ短管H=100を接合する場合、頭付きボルトでの施工不可。
　　 全ねじボルトの使用を検討。（本管土被りH=800の際は注意すること。）
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設置組立図 空気弁ピット適用製品組合せ
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